
ザ・ターニングポイント
会社発展の契機となった転換点を紐解く
長きにわたる企業の歴史のなかにはいくつもの転換点があります。

異分野への事業展開、新しい取引先の獲得、技術開発によるブレイクスルー、あるいは

苦境から脱した契機など、現在の発展につながった各社の「ターニングポイント」を紹介

します。（この連載では創業から半世紀以上の会員企業にフォーカスします）

株式会社 廣野鐵工所第24 回

しかし翌年、不慮の事故で石奇氏は急逝し、ご子
息の元吉氏が20歳で二代目社長に就任しました。
元吉氏は「顧客、取引先との信頼関係と社員を大
切にする心」「ものづくり、人づくり」を重視し、加
工技術の高度化と最新設備の導入に力を注いでき
ました。そして熟練の職人たちの技術と経験を信頼
し、彼らの力を活かした工場経営を行いました。同
時に自らは営業活動に力を注ぎ、毎日のように株式
会社久保田鉄工所の堺工場へ通いました。信頼を築
くことで事業の立て直しを図ったのでした。戦後の
電力不足の中でも交代制で夜間操業を行い、1953年
には売り上げが倍増しました。人材確保のために地
元の中卒生を住み込みで雇い、教育・育成にも力を
入れました。

ぎじょう

Turning Point 
新たな分野への挑戦

1987年、初の製品組立として歩行型芝刈機の製
造を開始しました。農業機械の部品中心だった製品
構成に新たな分野が加わり、売り上げの柱として急
成長しました。芝刈機はアメリカをはじめとする海
外市場でも人気を博し、出荷台数は着実に増加。
1990年には累計10万台を突破し、同年度の売り
上げは過去最高の45億円に達しました。

1973年には初のNC旋盤を導入し、数値制御に
よる部品加工をスタート。同年、初の海外拠点「韓
国廣野鐵工」を韓国に設立し、海外展開の第一歩
を踏み出しました。

ン旋盤など当時の最新鋭設備を積極的に導入。他
社に先駆けて機械化を進める姿勢が生産性向上と
品質安定をもたらし、成長が加速していきました。

一方、急拡大する生産体制を支えるには人手が
足りず、西日本各地から「金の卵」と呼ばれた中高
を卒業したばかりの若者を集団就職で受け入れる
体制を整えました。彼らは住み込みで働きながら
技能を習得していきました。
また、本社工場に増築を重ねて拡張するとともに、
別の場所には第二工場、第三工場を新設しました。

1950年代後半からの10年で、人的・設備的な拡
充を通じて、事業を大きく伸ばしていきました。

農業の機械化が急速に進み

需要が拡大

1950年代後半、国内では農業の機械化が急速に
進み、耕運機をはじめとする農業機械の需要が爆発
的に拡大しました。需要増に対応するため、エリコ

修理、復元させた機械を使用し

金属加工生産をスタート

株式会社廣野鐵工所は大阪府岸和田市を本拠と
し、主に農業用機械部品、産業用機械部品、車輌部
品の製造を展開している企業です。

1945（昭和 20）年 12 月、廣野石奇氏（現社長 
廣野幸誠氏の祖父）が個人経営として廣野鐵工所を
創業しました。当時は終戦直後の混乱期。焼け残っ
た長屋を工場として改修し、3 台の設備、石奇氏を
含めた 3 名の職人で事業を開始しました。翌 1946
年には株式会社久保田鉄工所（現在の株式会社クボ
タ）との取引が始まり、石油発動機の需要拡大に伴
い業務が急増しました。以後、農業機械（トラク
ターやコンバインなど）のエンジンやトランスミッ
ションなどの精密機械部品の加工を始め、歯切り・
プレス・溶接・研削・組立など、幅広くかつ一貫し
たものづくりを築きました。

1950年に、株式会社廣野鐵工所として法人化さ
れ、石奇氏が初代社長に就任しました。

拠点再編と設備近代化へ

1960年代は、高度経済成長の波に乗り、拠点再編
と設備近代化を加速させていきました。将来的な
本社移転を見据えて、1968年に大阪府泉大津市の
臨海工業地域に1万5,000㎡の用地を取得。同年、
栃木県宇都宮市にも7,125㎡の用地を確保し、東日
本の需要対応に備えました。

1969年には栃木県に宇都宮工場が竣工し、同時
期に操業を開始した久保田鉄工株式会社（当時）の現
地新工場に対応した部品供給体制を整備しました。

1972年には、堺市内に点在していた工場群を泉
大津市に統合。本社も同地に移転し、生産効率と物
流面の改善を図りました。

苦境からの脱出と再出発

1970年代後半になると、第二次オイルショック
や農業政策の転換により、売り上げが一時的に大き
く落ち込みました。最盛期には30億円を超えてい
た売り上げは3分の2まで減少し、厳しい経営環境
に直面。しかし、これまでに進めてきたNC化の効
果が徐々に表れ、品質の安定とコスト競争力を確
保できるようになりました。
加えて、新規顧客の開拓にも力を入れ、多品種少
量生産への対応力を高めていきました。
生産と営業の両面で攻めと守りを両立させた体
制づくりが功を奏し、1984年度には売り上げが再
び30億円台に回復。苦境を乗り越え、成長軌道へ
の再出発を遂げたのでした。

創業者　廣野石奇氏(左)と
二代目社長　廣野元吉氏

当時の工場の外観（大阪府堺市）

現在の宇都宮工場

三菱重工業製のエリコン旋盤による業務風景

現在の受注部品

創業者　田中明雄氏 交野工場の完成と同時に本社も移転した

法人化間もない頃の社名看板。「ヤマアロイ」という
独自のブランドを掲げていたことが伺える
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